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	この頃、上林楽府の設置

太初元年(-104)、改暦（夏正を採用）

甘露二年(-52)、短簫鐃歌「上陵」成る

成帝期、鄭声尤も甚だし

綏和二年(-7)、楽府の閉鎖

永平三年(60)、大楽を改め、大予楽とす

同じ頃、黄門鼓吹の設立

章帝期、「上陵」祝歌として奏せらる

鞞舞曲「関東有賢女」「章和二年中」など
　　　和帝、宦官鄭衆と謀り竇憲を殺す

125宦官、閻氏一族を伐ち順帝を擁立

　　　　外戚梁氏一族の専横

　　　　太学生を3万に増す

　　　　この頃から清談の流行

　　159宦官単超ら、梁氏一族を伐つ

　　166党錮の獄

　　168宦官、竇武・陳蕃を殺す

　　184黄巾の乱　党人の大赦

208曹操、丞相となる　　赤壁の戦い

217建安文人、相次いで死亡

魏文帝期、相和歌は十七曲

明帝期、相和歌を十三曲に整理

荀勗、声音を調し、相和諸曲を整備


	枚乗（?～-140）
司馬相如（-179～-117）
東方朔（-161?～-94?）
王褒（?～-61?）
劉向（-77～-6）
揚雄（-53～18）
劉歆（?～22）
桓譚（-30?～41?）
班彪（3～54）
傅毅（?～90?）
班固（32～92）　崔駰（?～92）
張衡（78～139）
崔瑗（77?～142?）
秦嘉（?～?）　侯瑾（?～?）
馬融（79～166）
酈炎（150～177）
趙壹（?～?）
蔡邕（133～192）　辺譲（155?～193）
禰衡（173～198）
孔融（153～208）
阮瑀（?～212）
王粲（177～）劉楨（?～） 徐幹（171～）
仲長統（180～220）　曹操（155～220）
曹丕（187～226）
曹植（192～232）
曹叡（205～239）
繆襲（186～245）
応璩（190～252）
嵆康（223～262）　阮籍（210～263）
傅玄（217～278）
潘岳（247～300）　張華（232～300）
陸機（261～303）　陸雲（262～303）
	虞美人歌「漢兵已略地」

李延年（?～-87?）…「北方有佳人」

李陵（?～-74）
蘇武（?～-60）
成帝期の歌謡「邪径敗良田」

永始・元延年間、長安尹賞の為に歌う「安所求子死」

（-16～-9）

班倢伃（-48?～-6?）…「怨歌行」

馬寥の上疏に引く長安語「城中好高髻」

竇憲の府に文人集う

和帝期の洛陽令王渙を詠ずる「雁門太守行」

王逸（?～?）「漢詩123篇」

梁商の宴席にて「薤露」奏せらる

王符（?～?）『潜夫論』

霊帝期、賓婚嘉会において挽歌を奏す

石勛「費鳳別碑」

応劭（?～?）『風俗通義』
陳琳（?～）応瑒（?～）　繁欽（?～218）
荀勗（?～289）



